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福島第一原子力発電所
覆土式一時保管施設の増設について

平成25年12月11日

東京電力株式会社
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1. 瓦礫類の保管状況（1／2）

30mSv/h
超

30mSv/h
～

1mSv/h

1mSv/h
～

0.1mSv/h

0.1mSv/h
以下

遮へい 容器および建屋 コンクリート、土、容器 なし なし

飛散
防止

容器 テント、土、容器 シート養生 なし

瓦礫類の表面線量率（目安値）

シート養生 屋外集積

保管の
考え方

一時保管方法
容器収納

固体廃棄物貯蔵庫

容器収納

仮設保管設備

覆土式一時保管施設

瓦礫類の保管の考え方と一時保管方法

 福島第一原子力発電所特定原子力施設に係る実施計画に基づき、
復旧工事等に伴い回収した瓦礫類は、表面線量率や材質（金属類、
コンクリート）によって可能な限り分別して保管
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1. 瓦礫類の保管状況（2／2）

5/6号北側保管エリア瓦礫類保管テント内部覆土式一時保管施設固体庫8棟地下

仮設保管設備覆土式一時保管施設固体廃棄物貯蔵庫

屋外集積

5/6号北側保管エリア

シート養生

30mSv/h 超 30～1mSv/h 1～0.1mSv/h

0.1mSv/h 以下

容器収納

研修棟脇保管エリア

回収した瓦礫類は表面線量率に応じ区分し、一時保管エリアに移動
して安全に一時保管

必要に応じて高線量用
の瓦礫輸送重機を使用
（運転席は遮へいに
より線量率を低減）
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※ 端数処理で1,000m3未満を四捨五入しているため、
合計値が合わないことがある

瓦礫類・伐採木の保管場所と保管量 H25.10.31時点

2. 現状の保管量

保管場所 保管方法

固体廃棄物貯蔵庫 容器 3,000 ｍ３

Ａ：敷地北側 仮設保管設備 2,000 ｍ３

Ｃ：敷地北側 屋外集積 34,000 ｍ３

Ｄ：敷地北側 シート養生 3,000 ｍ３

Ｅ：敷地北側 シート養生 3,000 ｍ３

Ｆ：敷地北側 容器 1,000 ｍ３

L：敷地北側 覆土式一時保管施設 8,000 ｍ３

O：敷地南西側 屋外集積 11,000 ｍ３

Q：敷地西側 容器 5,000 ｍ３

U：敷地南側 屋外集積 1,000 ｍ３

70,000 ｍ３

Ｇ：敷地北側 伐採木一時保管槽 7,000 ｍ３

Ｈ：敷地北側 屋外集積 11,000 ｍ３

Ｉ：敷地北側 屋外集積 11,000 ｍ３

M：敷地西側 屋外集積 23,000 ｍ3

T：敷地南側 伐採木一時保管槽 5,000 ｍ3

V：敷地西側 屋外集積 5,000 ｍ3

61,000 ｍ３

保管量※

合計（コンクリート、金属）

合計（伐採木）

瓦礫保管エリア

伐採木保管エリア

瓦礫保管エリア（予定地）

伐採木保管エリア（予定地）

固体廃棄物貯蔵庫

W

V

Ｇ



6

3. 覆土式一時保管施設の概要（1／2）

エリアＡ

エリアＢ

エリアＤ

固体廃棄物貯蔵庫固体廃棄物貯蔵庫固体廃棄物貯蔵庫

提供：日本スペースイメージング（株）、(C)DigitalGlobe

エリアＱ

エリアＬ
覆土式一時保管施設
第1・2槽

エリアL 拡張
覆土式一時保管施設
第3・4槽 増設

エリアW

エリアC

エリアF

エリアE

○ 規模
：約80m×約20m、高さ：約5m（最大）
○ 保管容量
：約4,000m3/槽

○ 保管物
：瓦礫類（表面線量率：30mSv/h以下）

設備概要

断面概略図

遮蔽用覆土１ｍ以上

地盤地盤

観測孔

保護シート

ベントナイトシート

瓦礫類
保護土約５ｍ

緩衝材
遮水シート

約80m

約20m

平面概略図
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 基本的な考え方
• 覆土、シートを取り除くことで瓦礫類の取り出しが可能
• 遮へい用覆土により、瓦礫類による放射線影響を低減
• 遮水シートを底面、法面、上部に施すことにより飛散抑制、地下水汚染を防止
• 瓦礫類の受入時は、テント等でできるだけ雨がかからないようにする

断面概略図
遮へい材（土）

遮水シート

保護シート

遮水シート
ベントナイトシート 地下水汚染を防止するための措置

瓦礫類の取り出しやすさの確保

雨水等の流入を防止するための措置

放射線影響を低減するための措置

覆土式一時保管施設の諸対策

瓦礫類

地盤

緩衝材
遮水シートの保護

保護土

雨水等の流入の確認及び排水のための措置観測孔

3. 覆土式一時保管施設の概要（2／2）
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 保管管理の概要

• 関係者以外がむやみに立ち入らないよう柵やロープ等により区画

• 空間線量率を定期的に測定し、測定結果は作業員への注意喚起の
ため、一時保管エリアに表示

• 空気中放射性物質濃度を定期的に測定

• 地下水の放射性物質濃度の定期的に測定

• 人が常時立入る場所において必要に応じ遮へいを行う

• 定期的に一時保管エリアを巡視するとともに、一時保管エリアへ
の保管物の出入りに応じて定期的に保管量を確認

4. 覆土式一時保管施設の保管管理（1／3）
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4. 覆土式一時保管施設の保管管理（2／3）

 モニタリング

出入口

覆土式一時保管施設

一時保管エリアＬ

出入口

覆土式一時保管施設

一時保管エリアL

第1槽第2槽

第3槽第4槽

受入中及び覆土完了後は週1回空間線量率測定ポイント

空間線量率測定結果表示箇所

受入中及び覆土完了後は月1回地下水放射性物質濃度測定ポイント

受入中は3ヶ月1回、覆土完了後は6ヶ月1回空気中放射性物質濃度測定ポイント

測定頻度凡例の説明凡例



10

週1回施設周辺の空間線量率の測定を行う。空間線量率

週1回

週1回

月1回

月1回

6ヶ月1回

（受入中は3ヶ月1回）

週1回

頻 度

柵やロープ等により区画されていること、立入制限
の標識及び空間線量率の測定結果が掲示されている
ことを確認する。

観測孔を用いて槽内の水位計測を行い、溜まり水の
有無を確認する。確認された場合にはピットに回収
し、分析したのち水処理設備にて処理する。※

施設の保管量を確認する。

施設近傍の地下水の放射性物質濃度の測定を行う。

施設周辺の空気中放射性物質濃度の測定を行う。

外観確認によって、覆土の状態など施設に異常がな
いことを確認する。

内 容

外観確認

区画、掲示物

保管量

地下水の放射性物質濃度

施設内溜まり水の有無

空気中放射性物質濃度

確認項目

4. 覆土式一時保管施設の保管管理（3／3）

※瓦礫類の受入中は雨避けテントが設置されているが、溜まり水が発生した際は同様に処理する

 覆土後の確認項目
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5. 覆土式一時保管施設設置による敷地境界線量の低減

一時保管エリアAの仮設保管設備（瓦礫類保管テント）内
に保管していた線量率の高い瓦礫類を覆土式一時保管施設
に受入れ、覆土することによる北エリア敷地境界線量の低
減効果は次のとおり

覆土式一時保管施設第1・2槽を活用して瓦礫類保管テント
内の保管量を減少

約3.8mSv/年 低減（約6.0mSv/年→約2.2mSv/年）

更に覆土式一時保管施設第3・4槽を活用して瓦礫類保管テ
ント内の保管を解消

約2.1mSv/年 低減（約2.2mSv/年→約0.1mSv/年）
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【参考】覆土式一時保管施設の作業実績

1槽目の保管状況
（11月14日現在）

覆土式一時保管施設概略図

1槽目の保管状況
（11月14日現在）

 1槽目
・平成24年9月5日瓦礫類搬入開始、11月17日完了

・10月26日保護シート・緩衝材等の設置開始、12月5日完了

・12月5日遮水シート・遮へい用覆土設置開始、平成25年3月13日完了

 ２槽目

・12月17日瓦礫類搬入開始、2月14日完了

・1月24日保護シート・緩衝材等の設置開始、2月25日完了

・2月25日遮水シート・遮へい用覆土設置開始、3月25日完了

遮へい用覆土１ｍ以上

地盤地盤

観測孔

保護シート

ベントナイトシート

瓦礫類
保護土約５ｍ

緩衝材
遮水シート
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【参考】覆土式一時保管施設 現場写真

１槽目の外観（H25/3/27）

１槽目内部の状態（H24/12/13）

２槽目の外観（H25/3/25）

瓦礫緩衝材保護土

１槽目内部の状態（H24/11/1）


